
黄金時代オランダの教養女性の活動

―― コンスタンタイン・ホイヘンスに関わる 3人の女性に焦点をあてて一―

有S

Activities of Cultured Women During the Dutch Golden Age:

The Case of Three WoⅡ len in Constantttn Huygens'Circle

MISHIMA Kaoru

Abstract:Constantttn Huygens(1596-1687),was a secretary of Stadtholder,Willem ⅡI of Orange in the

Netherlands,and was an active musician and poeto He was a `homo universalis' and lived during the Dutch

Golden Age.He maintained relatiOns with Ren6 Descanes(1596-1650)and music theorist Marin Mersenne

(1588-1648)and exchanged letters with musicians at the French court.He particularly ettoyed educated cir―

cles including those indulging in music.These circles were frequented by educated women who played a ma―

jor role.

In this paper,I will analyze and exanline the activity of threc of the most educated Dutch women at that

time― Utricia Ogle(1616-74),an English diplomat;Anna Maria van Schurman(1607-78),a highly edu―

cated woman proicient in 14 1anguages;and Maria Tesselschade Roemers Visscher(1594-1649),a poet_

ess.Huygens' corespondence with these women sheds light on a part of the culture life at that tilne.The trio

spent lnuch of their tilne composing poems,Inaking music,and studying philosophy. It is interesting that the

women mentioned playing music with their fricnds and famous musicians, and also exchanged information

about new instruments and musical scores in detail with famous French and German musicians。

は じめに 三

「普遍人 hOmO universalis」 ホ イヘ ンス

コンスタンタイン・ホイヘンス cOnstantttn Huygens

(1596-1687)は ,日 本では,物理学者や土星の輪の

発見者として名高いクリスティアーン・ホイヘンス

Christiaan Huygens(1629-95)の父として知られる。

しかしコンスタンタインのほうも,黄金時代のオラン

ダが生み出した教養人として,歴史上たいへん重要な

人物である。

ホイヘンスは,オ ランダ総督オラニエ公ウィレム 3

世
Dの
秘書官,そ して詩人であった。デン・ハーグに

生まれ,ラ イデン大学で法律などを学び,その後法律

家や外交官としてヨーロッパ中を飛び回っている。彼
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は,顕微鏡を発明した科学者レーウェンフック Antoni

van Lceuwenhock(1632-1723)や 画家フェルメール JO_

hannes Vemeer(1632-75)な ど',自然科学や芸術な

ど様々な分野の人物たちと幅広い交流をもっている。

とりわけ,フ ランスの宮廷付き音楽家や理論家とのあ

いだで書簡を盛んにやり取りしており,その中には後

に言及する作 曲家ボエセ Antoine Boё sset(1586-

1643),作 曲家デュ 0モ ン Henry Du Mont(c1600-

84),リ ュー ト奏者のデュフォ Dufaut(c1604-72以

前),そ して理論家のメルセンヌ Marin Mersenne

(1588-1648)な どがいた〕。そのように音楽家との交

際があるのも,ホ イヘンス自身が,みずからリュー

ト,テ オルボ,ヴ ィオール,チ ェンバロ,ギターなど

多くの楽器を演奏し,作曲をおこなうなど,愛好家の

域をはるかに超える音楽活動を行っていたゆえんでも

島
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ある
.。 さらに,彼 自身が作曲し,テ オルボ用の通奏

低音付きの 22曲 のラテン語の宗教曲,12曲のイタリ

ア語の世俗曲,そ して 7曲のフランス語の世俗曲を所

収した歌曲集 “Pathodia sacra ct proね na"(1647)も ,

友人の,ル イ 13世下で出版の特権をもつ唯一の出版

者であるバラール Robe■ BJlard(c1610-before 73)

のもとで出版している (Rasch 1992:3)。

このような「普遍人」であるホイヘンスが,様々な

人たちとの交流の中でとりわけみずから楽しんで熱心

に行っていたのが,音楽の演奏を含めた教養サークル

の活動であった。このような活動には教養の高い女性

たちも参加しており,その中で彼女たちの果たす役割

は重要であった。本論では,こ のようなホイヘンスが

関わり書簡を多く交わしている,黄金時代オランダの

もっとも高いレベルでの音楽活動を含めた知的サーク

ル内外で,彼にもっとも近いオランダの教養人女性で

ある,イ ギリス女王メアリーの侍女ユー トリシア・オ

ーグル utricia Ogle(1616-74),ユ トレヒトの知識人

スフールマン Anna Maria van Schurman(1607-78),

そして詩人テッセルスハーデ Maria Tesselschade Ro―

emers Visscher(1594-1649)の 教養活動の内容を分

析,考察する。

尚,本稿で使用したホイヘンスの書簡資料は,「 オ

ランダ歴史協会」が,Worpが まとめた書簡集をウェ

ブ上に公開し,ホ イヘンスの書簡のほとんどが参照で

きる「ホイヘンスの書簡集 1608-1687」 ,19世紀末に

Jonckbloet&Landが 編集 した音楽に関する書簡集

(1882),そ して 2008年 にオランダのホイヘンス研究

の中心的存在である Raschがこの 1882年のものをよ

り正確に編纂し,さ らに書簡についてはすべて現代オ

ランダ語に訳した『ホイヘンスをめぐる音楽に関する

300通 の書簡』である。

1.音 楽 の 場

ホイヘンスはさまざまな種類の音楽の集まりを主宰

し,ま た他の場所でも参加していた。すでに晩年に近

づ く 1679年 に,彼はデン・ハーグのオランダ総督の

家系オラニエ =ナ ッサウ家の同族であるナッサウ公マ

ウリツ Maurits van Nassau(1567-1625)に ,オ ルガン

のある宮廷の広間の使用許可をもらえるよう願い出て

おり (7137:1679。 10.2.)',彼がまだ活発に音楽活

動を行っていたのがわかる。

当時パリでは,ル イ 14世の宮廷生活,社交界で中

心的存在であった,ニ ノンことランクロ夫人 Mademoi―
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selle de Lenclos(Ninon de Lenclos)(1616/20-1706)

がサロニエールをつとめるサロンの人気があった
゛
。

リュー トやチェンバロの才があるニノンのサロンでは

しばしばコンサー トや音楽談義がおこなわれており,

ホイヘンス自身だけでなく・ ,文芸批評家サン・テヴ

ルモン Charles de Saint―ЁvremOnd(1610-1703)も 彼

女をすぐれたリュー ト弾きとして評価 している
鱒
。し

かしホイヘンスの本拠地であるオランダの主な音楽の

集いの場を簡単に概観することにする。

1。 1.コ レギウム・ムシクム De muziekcolleges

彼の最初期の音楽家との交流は,子供時代に体験し

た,ア ムステルダムでスウェーリンク Jan Pieterszoon

Sweelinck(1562-1621)が指揮 していたコレギウム・

ムシクムであった (Grttp 1987:2)。 その後自身が子

供をもつようになってからも,ア ムステルダムの友人

である商人ソイエ Nicolas Sohier(1590-1642)へ宛て

た手紙の中で,「通奏低音のないヴェネツイア人 [作

曲家]りのマ ドリガルを,小 さな歌手Dの音楽教育のた

めに送つて くれませんか」 と頼んでいる (1810:

1638.3.6。 )。 自身の虐、子たちのためのコレギウム・ム

シクムを主宰しているホイヘンスは,イ タリアのポリ

フォニーの声楽曲を手にいれようと,友人に頼んでい

るのである
H。
音楽に秀でた貴族や,裕福な商人ら

が,宮廷や邸宅で私的に音楽を楽しむだけでなく,子

供たちの学習の場にも力を入れていたのである。その

他に,ホ イヘンスはアムステルダムの Collegium Auri―

acum(オ ラニエのコレギウム)や 11lustere Schoolな

ど音楽の勉強や演奏ができる機関にも関わつてい

た曖。

1。 2.マ ウデンのサークル Muiderkringい
)

当時,代表的な詩人ホーフ ト Pieter Corneliszoon

Hoo■ (1581-1647)が ,ア ムステルダム郊外のマウデ

ン Muidenに ある自宅,通称「Muiders10tマ ウデン

城」で「Muiderkring(マ ウデンのサークル)」 という

知識人サークルを開催していた。そこでは,ホ イヘン

スを始めとして,オ ランダの建築家,美術家カンペン

Jacob van Campen(1596-1657)H),作 曲家のスウェー

リンク,詩人,外交官のブルグ Jacques Van der Burgh

(1599-?)な どがおり,主に詩作の交換をしていた。

そしてメンバーの一人である音楽理論家バン JOhann

Albe■ Ban(1597/1598-1644)の マ ドリガル集『音楽

の花束 Zangh― Bloemzel』 (1642)の歌曲においては,

ホイヘンス,ホ ーフト,テ ッセルスハーデらがその歌
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詞を書 くなど,サークルあっての音楽活動でもあっ

た。バンは,イ ギリス女王付 き音楽家の Varenneが

来た際に,メ ンバーで,チ ェンバロの伴奏などで二 ,

三声の歌や,ラ テン語,イ タリア語,オ ランダ語の単

声の歌を歌い,Varenneがそれを賞賛したことをホイ

ヘンスに報告している (2299:1640。 1.31.)。 そのよ

うに彼らが,Muidenで ,さ まざまな様式の歌曲をプ

ロの耳に耐え得る程度の実力で演奏していたことがわ

かる。

さらに, またオランダではこのホーフ ト宅以外で

は,ホ イヘンスのデン・ハーグの自宅や,妻が亡くな

つた 1642年以降には,デン・ハーグ郊外のヴォール

ブルク v00rburgに あるホーフウェイク HOfwttck

(「宮廷を避ける」の意)と 名付けた別荘やその庭 5),

そして後にユ トレヒトのスフールマンの家でも音楽実

践を楽しんだ (Smit 1980:214)。

次にマウデンでのように,ホ イヘンスらが中心とな

って活動していた教養サークルに関わっていた女性た

ちについて具体的にみてみることにする。

2.オ ランダの教養女性たち

ホイヘンスが教養人の集うサークルで主に活動した

のは,上述したように,アムステルダムとデン・ハー

グ,そ してそれらの近郊であった。それはホイヘンス

がいるからこそオランダでもっともレベルの高いサー

クルであるといってもよい。そこに参加していた女性

たちは,ユートリシア・オーグル,ス フールマン,テ

ッセルスハーデ,ア ントワープの商人 Gaspar Fernan―

des Duarteの 娘, フランシスカ 0ド ゥアルテ Francisca

Duarte,ホ イヘンスの妻 Suzanna van Baerle,ホ イヘ

ンスの ドルプ Dorothea van Dorp(1592?-1657?),そ

してカゼンブロー トMarictte casembrOot(1621-?)な

どが主なメンバーであった。それぞれが学識,教養が

高く,楽器演奏に長け,優れた歌手でもあり,ま た彼

らの中でバンやホイヘンス作曲の歌を歌っていたこと

が,ホ イヘンスが友人たちと交わした書簡から明らか

である (Brom― Struick 1932:245-246;Vanderauwera

1989:142)。 本論では,と りわけホイヘンスと交流

が深く,オ ランダの トップ・レベルの教養活動をして

いた「主要メンバー」であるユー トリシア,ス フール

マン,テ ッセルスハーデについて,書簡の内容から彼

女たちの音楽活動を分析,考察することにする。

2。 1.ユー トリシア・オーグル

ユー トリシア・オーグルは,イ ギリス人のユ トレヒ

トの軍の総督,オ ランダ軍将校,大佐オーグル JOhn

Ogle(1569-1640)と オランダ人の母の娘であり,ホ

イヘンスの姪であった。幼少時をイギリスで過ごし,

ウイレムニ世の妻,メ アリーに宮廷の侍女としてオラ

ンダに赴く。1646年 に,ホ イヘンスの秘書官になっ

たデン・ハーグの総督スワン William Swann“
.と
結婚

した。尚本論では,結婚後にスワン夫人と宛名が変わ

ることもあるが,煩雑さを避けるためにユー トリシア

で統一することにする。ユー トリシア (と 彼女の娘 )

はホイヘンスから音楽教育を受けており,ホ イヘンス

が,ユー トリシアに歌曲集 “Pathodia"を 献呈 してい

ることから,彼がユートリシアをもっとも優れた音楽

家の一人として扱っていることは,次の,彼の別荘の

名にちなんだ詩 “Hofwttk"に おいても明らかであ

る。

彼女がここで歌うのを聞いた,そ して今でも。

ナイチングールのように歌う,いやナイチンゲー

ルをしのいでいる。

(Hofwttk,lines 409-410,Lcerintveld 2002: 26)17,

ユー トリシアの名が登場する書簡は,Rasch(2008)

が編集した書簡集において全 37通であり,そ のうち

19通がホイヘンスからユー トリシア宛へのものであ

る。また彼女に宛てた手紙の書き出しには,「私のた

いへん立派な,そ してたいへん博学な生徒 さん」

(3279)や ,「私の親愛なる立派な学者さん」 (3302)

などとあるものもあり,自 分の弟子でありながら,彼

女を敬愛している様子が窺える。本論では,こ れらの

書簡の中から直接音楽に関する書簡を選び,ホ イヘン

スからユートリシア宛のものを 14通 (表 1),そ して

ユー トリシアに言及 しているその他の書簡を 12通

(表 2)の 内容をみてみることにする。手紙の整理番

号は Raschに よるものである。尚ユー トリシアから

のホイヘンス宛の手紙はそのほとんどが失われてお

り,夫のスワンのホイヘンス宛の書簡のいくつかにユ

ートリシアの文をみることができる。また書簡中に登

場する人物については,表 5の リス トで確認された

い。

まず表 1では,ホイヘンスからユートリシア宛の書

簡について,その内容を分類することにする博
)。

すな

わち,①彼女の演奏に関するもの,②ホイヘンスの自

作品の報告 (ま たその演奏),③ユートリシア以外の
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表 l Huygensの UtHcia宛 の音楽・演奏に関する手紙

整理番号
日付 (年 月日)

地名

宛先地名 内
要約,備考

(○付き数字は内容の分類を示す)

3092

1642.8 5
Bodebcrgの軍

Den Haag 昨Fl Dorp嬢 から二つの美しいエールを受け取 りましたこあなたのためにそれ

を複写します ^
こHuygensか ら utriciaへ の初め
ての手紙。

3279
1643.6. 19

Voom

Dcn Haag あなたにタブラチュア譜 (楽譜)を 送ることができません。 0約束の鍵盤楽器曲の楽譜の送
付c

3302
1643 7 6.
Asscncde

Dcn Haag 私はあなたの美しく気高い手に最も適していると思われる曲の中から,新 しい
ものをいくつか送りましたここれらの曲をあなたに練習させたら,非常識にも
あなたのすばらしい能力について忘れでもしたのか。ということになるでしょ

(追伸)あ なたは,こ の歌が,私が以前あなたに教えたものとは少しちがって
いることがわかるでしょうこしかしこちらが本当の音です。私が間違っていま

した
=

T[3279]の続き。鍵盤楽器曲の
楽譜を添付。
Utnciaの 音楽能力を賞賛。
追伸で,自作の歌曲の以前のまち
がいをオ旨オ商。

3862
1645. l. I

Den haag

Utrecht ユ トレヒトであなたが約束してくれた音楽は,ま だ当分ともに演奏できないで
しょうね。
(追伸)どのようにあなたは Sibylla(schurnlan)を 制御していますかc彼女に
ラテン語の本を送ってから8ケ 月になりますが,jE事がありませんc

②アンサンブルを願う。
OSchurmanか ら長い問返事がな
いことを本目言炎。

4242
1646. l.7.

Dcn Haag

Utrecht あなたのすばらしい声でしたら,このような最もナLl■iな (私の)曲でも表現で
きると思いますので,ぜひ歌ってほしいです[

T自 作曲の演奏の依頼。

4762
1648.2.23.
Den Haag

Tcilingcn ある人の不快なテオルボと,あ る人のハスキーな声によって,祝宴が煩わされ
ました,両者がハーモニーにぶつかり,日 をくらませました1
しかしStoefRen氏 と私は2本のリラ式のヴイオールで驚異を弾きました。そ
れはうっとりさせるような美しさでした=
私はオルガンで悲痛な 《ラクリメ Lach五 mae≫ ※を弾きました。私のバス声部
の_Lで その素晴らしい弓が、L卜

^に
動きました.

8自 身の失敗に終わったテオルボ
のアンサンブル。
OStocffken氏 のヴイオールの演
奏の賞賛。
※この 《ラクリメ》は,お そらく
Sweelinckか Scheidcmann作 のも
のであろう。

5310

1653 9 5/15
HofwJck

Utrecht さまざまな新しいアルマンド,ク ラント.サ ラバンドなどが,あ なたのいらっ
しゃるのをお待ちしてお ります.Francisque(Francisca Duarte)が いらっしゃ

る前にマスターしておかなければなりません=
我々の名高い Sibylla(Schurman)が なぜ去っていったのか,ま たどこに行か
れたのか,こ れは我々にとつて最も不口]・解な知らせです「 もしあなたがそれに
ついて教えてくださればうれしいです .

②自作の曲を,ut五ciaに 弾いて
もらうのを待つ。
OSchurmanの動向についての心
配 c

5338
1654. 3. 17/27

HO帥可Ck

Utrecht

禁た8鯖 iギν ば t出 電ぜ考瞥 β∫著R71に
ついて,あ なたがい

あなたは,(新 しい調律の)リ ュートとチェンバロのための,新 しいすばらし
い曲を聴くことになるでしようこそしてその曲のハーモニーがあなたの耳を喜
ばさないとしても,その輝かしいタイトルがあなたの日を驚かすでしよう。そ
れは.《 ロレーヌ公女の嘆き Plaintcs dc Mad.la Duchcssc de Lorraine≫ ,《彼女の

娘,王女の嘆き Plaintes de Mad la PHncesse,sa ille》 ,《 ドウワルテ氏のトンボ
ーと葬儀 Tombeaux et funerailles de M.Duartcが です。

2 Schurmanの 信仰についての′しヽ
配。
21リ ュートとチェンバロのための

新しい曲についての報告。Ut五 da
に聞いてほしい。

5568
1658 1 30.
Dcn Haag

Utrecht テオルボだけのものではなく,ハ ーモニーの伴奏がついたもの (歌 曲集
“Pathodia")を ,差 ります .

Cテオルボの通奏低音ではなく,
通奏低音をともなった 3声 の
Pathodiaを送る。

5647
1660.5.7
Den Haag

Utrecht? (追伸)あ なたがブレダで,Corbetta嬢 のすばらしいギターを楽しめたらと願
います.聴 く価値があり賞賛に値します=

3Corbettaのギター演奏の賞賛。

5899
1662.8. 17/27

Parls

London 私は家を出てから約 30の新しい曲を作曲しました,Dufaut氏 にそのうちの何
曲かを聞いてもらいました。私の取るに足らない曲に喜んでくれました。あな
たが Tcilingenで 評価してくださつたジグもそうです。たしかに彼は私が今ま
でになた中でまれにみる作曲家です。そしてユーモアのある人です。

CHuygcnsは ,パ リでフランスで
活躍していたリュート奏者兼作曲
家 Dufaut と知り合い,自 分の
リュート曲をみてもらった。Ut五―

ciaと 彼の夫 Swannも デュフォと
知り合えばと願う。

6594
1666 12.29
Dcn Haag

Hamburg 最近私は Frobergcrの 曲を知りました1去年から多くの曲を送ってきてくれて
いるのです[ラ イン河を下ったときに,型、はマインツの選定侯の官廷で彼に会
いました=す ばらしい Frobcrgcrの類いまれな上達を聴き,ま た彼が私の話を
我慢 して聞いてくれることほど喜ばしいことはありませんでした。彼の曲をリ

ュー トに編曲しました「

CUtHchの夫 Swannが Huygcns
に紹介 した,ド イツの作曲家
Frobergcrに マインツで会う。彼
の曲をリュート用に編曲。

6665
1668.6.6.

Dcn Haag

Utrccht それではもし4.25オ ランダ。エル (約 293 cm)の 長さの 2段鍵盤のチェンバ
ロを説得されたら,今の私と同様,ど うでしょう,あ なたに,そのもっとも素
晴らしい音とその他の部分が完壁であると言うことができるでしようc

CIHuygCnsの 新しいチェンバロ
を,Utndaに 見せたい。当時発
明されたばかりの 2段の鍵盤をも

6873
1672. 12. 10/20.

Dcn Haag

Utrccht 我々は,Casembroot夫 人のチェンバロと私のテオルボで「物音」をたてます
が,あ なたがそれを非難しないという自信はあります。

③Huygcnsら のチェンバロとテオ
ルボのアンサンブル。

6887
1673 3. 10.

Dcn Haag

Hamburg 私は,不機嫌にヴイオール.リ ュー ト.テ オルボ.二段鍵盤のチェンバロを弾
くことにときをつぶしてきました,こ のすべての楽器で楽しい時間は過ごしま
したが。一年以来私はギターばかり弾いており,こ の「ミゼラブルな」楽器に
あらゆるジヤンル,そ して音律で 30曲 以_Lの 曲を作りました =
(追伸)あ なた古 くからの友人 sybilla(Schurman)が .我 々が聞かされたよう
に。彼らの結婚について係争中であると嘘偽りなく告白しましたこ

OHuygcnsが演奏する楽器。フイ
ドル,リ ュート,テ オルボ,チ ェ
ンバロ,ギ ター。
3ス フールマンの状況についての
′亡、配。
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表 2 Utriciaに 言及する手紙

手紙番号
日イ寸

“

軍月日)
差出入
(地名)

宛先
受取人
(地名)

容内
要約,備考

(○付き数字は内容の分類を示す)

3726

1644.8.30.

Huygcns

(Voor sas_van― Gent)

Beringhen

(Paris)

オーグル嬢 (Ut五da)が私のテオルボ伴奏でイタリアの歌を歌ってく
れるという骨折りをしてくれました。

①Ut五 daと の共演を友人へ報告。

4256

1646. 1.22.

Swann

(utrecht)

Huygcns

(Den Haag)

Utriciaは まもなくあなた (Huygens氏 )に 会えると思います。
(追伸)あ なたにチェンバロ用のすばらしい曲をお送 りします。

⑥Ut五daの夫 Swannに よる 4242
(表 1)へ の返事。Ut五chに よる
追伸。

4299

1646.3.25.

Swann

(utrccht)

Huygens

(Dcn Haag)

Utriciaはあなた (Huygens氏 )の新しい曲を知りたいので,あ なたに
会いたがっております。

⑥UtHdaに よる短い追伸。

4527

1647. 1.24.

Swann

(Breda)

Huygens

(Dcn Haag)

私の妻 (utricia)が風邪で声が出なくなり,悲 しんでいます。彼女
が,あ なたのコンソートに参加できればと思っております。

⑥Utriciaが 長期間アンサンブル

に参加していないことを彼女の夫
が′亡ヽ配。

4561

1647.3.3

John(Э glc

(Breda)

Huygens

(Den Haag)

私の妹 (Utricia)の チェンバロが鳴らないと言っております。彼女の

声も,あ なたの国の,氷の_Lの 一足のスケート靴のようです (声がし
ゃがれている)。

⑥妹の Utriciaの 悪い調子のチェ

ンバロと,悪い声の調子の報告。

4692

1647. 10.21.

Huygens

(Den Haag)

Cimens

(Antwerpen)

あなたが作ったカンツォーナとアリアを,Breda出 身のヴイルトゥオ
ーザ (Utricia)に 歌ってほしいです。

①Cimens作の歌をudHcaに 演奏
依頼予定。

4719A
1647.12.ca 20-25

Huygens

(Dcn Haag)

Schurman

(Utrccht)

本 (歌曲集 “Pathodia")が 遅れていてすみません。彼女 (Ut五da)の
すばらしい声だけでなく,彼女の人を魅きつける力,そ してすばらし
い趣味も,あ なたの学識ある耳とうまく合うでしょう。

①Schurmanと ut五daの 両方に
“Pathodia"の 演奏の依頼。

4724A
1647. 12. 18

Schurlnan

(Utrccht)

Huygcns

(Dcn Haag)

我々のすばらしいセイレーン (utricia)は その (歌 曲集 “Pathodia")
の中から一つ選んで歌いました。私のミューズは,音符に関しては
Utriciaと のハーモニーに, まだ満足できるものではなく, 白鳥のと

なりにいる鵞鳥のようです。またともに練習したいです。

①Schurmanは ,utnciaと ともに

演奏するには,自分の出来が不十
分との感想をもつ。

4812

1648.5.3.

Duarte

(Antwcrpen)

Huygens

(Dcm Haag)

あなたはチェンバロを持ちたいとおっしゃっていましたが,高声の歌
の伴奏をよくする swann夫 人 (Utrida)の ものよりも,ア ルマンド
やクラントを弾 くためには,二音低 くまで,二段目の鍵盤は一音低 く
まで音がなければならないでしょう。

④ Duaicは cOuchctに よる三段
鍵盤のチェンバロについて説明。

その際 Utriciaの 楽器を比較に使

用。また音色,音の高さ,上鍵盤
と下鍵盤の違いなどについて詳細

に説明。

4839

1648.7. 1

Swann

(Brcda)

Huygens

(Den Haag)

Dumc氏 と彼のお嬢さん (Francisca)の ところで,す ばらしいアンサ
ンブルのハーモニーを聴きました。リュー ト,ヴ ィオール, ヴァージ
ナル,そ して歌です。とりわけヴァイオリンやコントラバスとともに
演奏するブリュッセルのカス トラー トは筆舌につくしがたいです。

⑥Utridaの 健康のために訪れた

ブリュッセルで見聞した演奏会,

そしてアントワープの Duanc家
での演奏についての報告。

4979

1649.9, 15

Swann

(Wcncn)

Huygcns

(Dcn Haag)

(追伸)我が妻 (Utricia)の 歌声とチェンバロを超える者がここには
いません。

①⑥Swannは ,皇 帝フェルデイ
ナンド3世のところでアンサンブ
ルを聞き,Frobergerを 知った。

彼は Frobergcrか ら曲を手にい

れ,Huygensに 送った。

5324

1654. 1.20.

Huygcns

(Den Haag)

Lanler

(Brussel?)

Swann夫人 (utricia)と 私が,こ の曲集 “Pathodia"の 何曲かについ
て「美しい演奏 beau bruit」 を奏でるのを,聴 きに来てくれたらうれ
しいです。

①Lanicr氏 に “Pathodia"の楽譜
を送付。感想を求める。

音楽家の演奏の報告,ま た彼らとの音楽活動,④新し
いチェンバロについての報告,⑤返事のないスフール

マンに対する心配,と する。これらの手紙において

は,4242におけるように,ユートリシアの歌唱力を

賞賛し,自 作品の演奏を依頼しているものが多い

(① )。 同様に,3092,3279,3302,3862,5568に おける

ように一―ホイヘンスはユートリシアに歌曲やチェン

バロ曲の楽譜を添付することが多いのだが――,ホ イ

ヘンスが,声楽やチェンバロの演奏がうまいユー トリ

シアに演奏をしてもらう,あ るいはともにアンサンブ

ルで演奏する意図でそうしていることがわかる。また

5310,5338の ように,ユートリシアに楽譜を送らない

までも,自 身が新しく書いた曲について報告するもの

もある (② )。 また 4762,5647,5899,6594,6873は ,

ホイヘンスが,彼が見聞してきた音楽家についての報

告,6887は ,自 身が演奏する楽器についてである



(3)。 また6665は ホイヘンスが新しく購入したチェ

ンバロについての報告である (Ci)。

さらに表 2の ,ホ イヘンスが彼の友人らに宛てた

り,彼 らがホイヘンスに宛てたりしたユートリシアの

名が登場する手紙においては,ユートリシアの演奏と

その評価についての報告が多い (分類番号は表 1に準

じ,家族による彼女についての報告を⑥とする)。 そ

れはユートリシアの演奏 (① :3726),あ るいはこれ

からの演奏予定やその希望 (① :4692,4719A,

5324),あ るいは彼女の歌唱の賞賛 (① :4724A)が

ほとんどである。またユートリシアの夫スワンや彼女

の兄のオーグル JOhn Ogle(Jr。 )(1605/10?-1663?)に

よる,彼女についての詳細な (風邪を煩う,歌えない

など)近況報告があり (⑥ :4256,4299,4527,4561,

4839,4979),家 族ぐるみの付き合いであることもわ

かる。またホイヘンスとユートリシアのチェンバロの

性育ヒの上ヒ較をしたりしているものもある (④ :4812)。

このようにユートリシアヘの手紙は,彼女の音楽能

力を高く評価した上で,と りわけ演奏に関するものが

多い。彼女には,こ うしたオランダ内外の音楽家との

交流や,その際に演奏した曲目を詳しく書き送ってい

る。しかもここにはフランスのリュー ト奏者デュフオ

やウィーンの宮廷オルガニストのフローベルガーなど

の,当時ヨーロッパで名を馳せる音楽家が登場してい

る。ホイヘンスが彼女に,単なる社交辞令ではなく,

本心から彼女の音楽能力を賞賛しており,ま たそれだ

からこそ自身と他の音楽家との個人的なつきあいにつ

いても喜んで彼女に報告しており,個 人的に親しかっ

たことが窺われる。また音楽に関わるものではない

が,ユ ー トリシアと共通の友人スフールマンについ

て,「 Sibylla」 という愛称で触れ (3862,5310,5338,

6887),ま た内容もスフールマンの信仰の変化に関わ

るものなどであり,彼 らの親 しさを示すものである

(⑤ )。 またユー トリシアに関する手紙には,演奏やそ

の内容,ま たユー トリシアに対する賞賛,ま たユー ト

リシアが聞いて喜びそうな他の友人や知り合いの音楽

活動の報告など,具体的にその内容を伝える,音楽に

直接関わるものがほとんどである。その相手は必ずし

もマウデンのサークルでの顔なじみばかりでなく,パ

リ,ロ ンドン,そ してアントワープの音楽家や知人な

どもおり,彼女の歌唱能力の高さや交際範囲の広さが

窺える。

2。 2.Ao M.veス フールマン

スフールマンは,ケ ルンで生 まれ,1615年 にユ ト

文学。文化編 (2010年 3月 )

レヒトに移った。スフールマンの専門は宗教学であっ

たが,彼女がいくつかのヨーロッパの言語を含め,ア

ラビア語,ヘ ブライ語,ア ラム語など 14言語を解

し,科学や文芸にすぐれていただけでなく,肖 像画な

どの絵画,彫刻,模型製作などの美術り
),音
楽にすぐ

れていたのは当時のだれもが認めるところであった。

また彼女は,ホ イヘンス,デ カル トRen6 Descanes

(1596-1650),ヴ オエテイウス Gisbe■ us Voctius(1589

-1676),そ してメルセンヌら,当 時の トップ・レベ

ルの学者とラテン語で書簡を交わしていた。

スフールマンは,そのようにデカルトとヴォエテイ

ウスの両哲学者と親しかったが,新 しい哲学対アリス

トテレス学派の哲学という論争に巻き込まれることに

なり,結局 1644年 にはプフアルツ伯夫人エリザベス

に,デカルトが無神論者であると批判し,ヴ ォエテイ

ウスを擁護している (Irwin 1999:7)20。 彼女は,こ

のヴォエテイウスのサポー トもあり,ユ トレヒト大学

で講義を受けた最初の女性学生であった。男性の学生

が彼女の姿をみられないように,教室の後ろに隔離さ

れた小部屋で授業を受けていたのである。また後述す

るテッスルスハーデも,ス フールマンのギリシア語 ,

ラテン語,カ リグラフイー,銅版画,絵の教養,歌 ,

チェンバロ,そ してリュー トの演奏を賞賛 している

(Irwin 1999: 5)。

スフールマンに言及する書簡は,Worpに 25件あ

り,Raschに おいてはそのうち 5件 を含む 18件が掲

載されている。またそのうち 5件はユー トリシアのも

のと重複している。ホイヘンスからスフールマンヘは

3件 ,ス フールマンからホイヘンスヘ 2件で,そ れ以

外は他の書き手によるものである。スフールマンにお

ける手紙の分類は,①演奏に関するもの,②スフール

マンに音楽について識者の意見を求めるもの,③それ

以外のもの,⑤既に宛てた手紙に対して返事のないス

フールマンに対する心配,と する。

表 3を みると,ス フールマンとホイヘンスのやりと

りは,ユートリシアとは少しちがったものになってい

ることがわかる。たしかにスフールマンはユー トリシ

アと同様に歌を歌い,チ ェンバロを演奏するのである

が,多 くの手紙にみられるように,彼女に求められる

役目にはより学識的な面が大きい。ホイヘンスが,ス

フールマンヘ宛の手紙において,ス フールマンとユー

トリシアの両方に “Pathodia"中 の曲を歌ってほしい

と頼む際も (① :4719A),ユ ートリシアに対しては

すばらしい声をまず求めているのに対し,ス フールマ

ンには「学識ある耳」を求めているのである。
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表 3 Schurmanと 彼女の音楽に関する手紙

手紙番号
日付 (年月日)
差出人
(地名)

宛先地名 手 紙 文 の 内 容
要約,備考

(○付き数字は内容の分類を示す。
○のないものはそれ場の分類外。)

2422

1640.6。 26。

Huygens

(Maldcghem)

Ban

(Haarlcm)

Mcrscnncか ら受け取り,写 しを取ったもの (Boёssctの 歌
曲)を ,き ちんとした配慮と趣味をもった音楽の手引きを備
え持っている,す ばらしい女性 Schurmanに ,私の代理で送
ったらいかがでしょうか。 (中略)Mersenncが 最近送ってく
れた新しい記譜法の楽譜も彼女に渡してもらえませんか。

②Huygcnsは ,Banに ,エ ール・ド・クー
ル論争に使用する Ban自 身と Boё ssetに
よる “Me vcux― tu voir mourir"と ,Lc Ⅳhire
の新しい記譜法 (musique Jm6riquc)の楽

譜の,Schurmanへ の送付を提案。

2482

1640.8. 13

Ban

(Haarlcm)

Huygens

(Dcn Haag/

Rttnberg)

Schurmanに フランスの歌と新しい記譜法を送 りました ②Banは ,自 分の作品と Boё ssetの 曲に対
する分析,そ してフランスの記譜法 (Le
M触rcの )を schurmanに 送付。

2495A
1640.8.20.

Ban

(Haarlem)

Schurman

(Utrecht)

右項を参月 ②Banは Schurmanに エール・ド・クール

論争の対象になる Boё ssctの歌曲に対する

批判的な分析を送付 (2422,2482参照)。

2546A
1640.9.23.

Ban

(Haarlem)

Huygens

(Den Haag)

右項を参照 ②2495Aの Schurman宛 の手紙の写しを
Huygensに 送付。

2564

1640. 11.3.

NIerscnnc

(Paris)

Huygcns

(Dcn Haag)

右項を参照 ②2495Aの 手紙の写しが Merscnncに 送ら
れた。Mcrsenncは この論争に関する Huy―

gcnsと schurmanの 意見を請う。

2661

1641.3.8.

Huygens

(Den Haag)

Voctius

(Utrecht)

(追伸)2番 目の譜例を名高い Schurmanに 渡してくれません
か 。

③Huygensは vOctiusに『オルガン奏法 Or_

gclgcbruyck』 を送り,彼の意見を請う。
Schurmanに も同じものの送付を彼に頼

む。

2671A
1641.3.8(/18)

Voctlus

(Utrecht)

Huygcns

(Den Haag)

Schurlnanに譜例を二つ送りました。
Schurmanが 自身で描き,彫った肖像画を送ります。

②Voetiusは 譜例を schurmanへ の送付を

報告。また Schurmanが 自身で彫刻した肖

像画を送付。

2990

1642.5. 1.

Ban

(Haarlem)

Huygens

(Dcn Haag)

先日 Hoo■ が,Schurman宛 の私の手紙 (2495A)を 読んだ
際に,私に次の言葉を書きました。「私が音楽の識者だとし
ても,わたしはあなたの音楽の発音の正確なルールについ
て,即座に率直に賛成することにまったくひるみません」

③Hoo貴 が一連の論争において彼が Banを

擁護していることを, Banは Huygcnsに
報告。Banは ,パ リの助言者 (Mcrscnne)
のコメントは気にかけていない。

3155

1642.9。  16.

Ban

(Haarlcm)

Huygcns

(Sonsbeck)

イングランドの女王付 き宮廷楽長 Robert氏が,Johan God―
schalk van Schurman(A.M.v.Schurmanの 兄)が よこした賛
辞を,私に送ってくれました。彼は私が彼の妹に 2年前に書
いた手紙に感謝をしていました。

③ Schurmanの 兄 は ,Banが Schurman
(妹)に 送った手紙を読み,その内容に感
銘を受け,音楽について Banと 音楽談義
をしたいという趣旨の手紙の報告。

3862 表 1参照。 ⑤

4617

1647.7.8.

Huygens

(Den Haag)

Schurman

(Utrecht)

私の (“ Pathodia"の )詩編は,あ なたが我慢強い耳で手を貸
してくれたのですが,すべて印刷 しました。私が加えたフラ
ンス語とイタリア言吾の歌が続きます。

② “Pathodia"の 出版の報告。そのうちし

くつかの曲をschunnanに 送付。

4719A 表 2参照 ①

4724A 表 2参照。 ①

5310 表 1参照。 ⑤

5338 表 1参照 ⑤

5667

1660 12.5.

Huygens

(Den Haag)

Schurman

(Utrecht)

右項を参照 ②Schurmanに 教会で使用するための詩編

を送付。彼女の意見を請う。

5679A
1661.1.23/2.2.

Schurman

(utrecht)

Huygens

(Dcn Haag)

右項を参照。 ②5667へ の返事。Huygensが送付 したも
のに同意。

6887 表 1参貝 ⑤



甲南女子大学研究紀要第 46号

その様子が顕著に表れているのは,1640年 の「エ

ール 0ド ・クール論争」
]に おいてである。表 3に お

いて 5通の手紙がそれに関係するものである (② :

2422,2482,2495A,2546A,2564)。 1640年 にメルセ

ンヌ,ホ イヘンス,そ してデカルトは,マ ウデンのサ

ークルに参加していたバンと,ル イ 13世治世下の宮

廷作曲家ボエセに,同 じくサークル仲間のカンペンを

通 して,フ ランスの聖職者の詩人アベール Germain

Habert de C6Hzy(1615-54)の 詩“Me veux… tu voir mou五 r

(わたしが死ぬのをみたいのですか)"にエール・ド・

クールを作曲させ,「歌比べ」をさせた。バンがその

エールの中で実践した「普遍的な音楽の作曲法」を彼

らは強く批判し,メ ルセンヌは「音楽は′亡、と耳を楽し

ませるもの,人生を少し甘 くしてくれるもの」 (2573

A:1640。 H。 14。 )と し,ボエセを擁護 した。バン

が,デカルトやメルセンヌからその歌曲の出来をたた

かれると,彼はスフールマンに長い手紙を書いて助け

を求めた。またホイヘンスはそのあいだをとりもち,

手紙の写しなどをバンに送っている。それ以外にも,

スフールマンとのやりとりではなく。スフールマンに

曲についての意見を求めるものもある (② :2671A,

4617)c

このように,ス フールマンは,ホ イヘンスのみなら

ず,ま わりの哲学者や学識者たちが意見を求めるご意

見番のような存在でもあった。しかしそれゆえに,神

学論争に巻き込まれてしまったともいえる。 1660年

代に一度両者の詩編の送付やそれに対する返事のやり

とりがあるが (②l:5667,5679A),それ以外は 3862

(表 1,1645年 )の手紙に始まる,ス フールマンから

の手紙が途絶えるブランクの期間が長 く続 く。デカル

トとヴォエテイウスの神学論争のために,結局はヴオ

エテイウス側につ くことになったスフールマンが,デ

文学。文化編 (2010年 3月 )

カルトと親しいホイヘンスを気遣ったのだろうか。ユ

ー トリシアの箇所で既述したように,ホ イヘンスは

「Sibylla」 の愛称でスフールマンの消虐、を気にする内

容の書簡を書いており,こ こにもホイヘンスの私的な

気遣いがみられる。さらにホイヘンスとヴォエティウ

スがやり取りする中にスフールマンの名が挙がること

もあり (③ :2661),ホ イヘンスはデカル ト側にもヴ

ォエテイウス側にもついておらず中立的であることが

わかる。

2.3.テ ッセルスハーデ

アムステルダムに生まれたテッセルスハーデも,商

人である父 Roemer Visscher(1547-1620),そ tノ て姉

Anna Visscher(1583-1651)と ともに,オ ランダ黄金

時代の詩人としてその名が刻まれている。彼女もラテ

ン語,ギ リシア語,イ タリア語に優れ,絵画,彫刻 ,

エッチング,タ ペストリーの制作をおこない,歌唱を

中心としてすぐれた音楽家であった。現在もアムステ

ルダム国立美術館には,彼女の手によるカリグラフイ

ーをほどこしたグラス作品が残っている。彼女は 1623

年に船長の Allard Jansz Crombalch(?-1634)と 結婚

し,彼が亡くなった後に,ホ イヘンスや,マ ウデンク

リングのメンバーである詩人のバルレウス Caspar

BaJacus(1584-1648)が彼女に求婚 したが,彼女は

断っている。主宰者ホーフトも,彼女についてしばし

|ゴ「甘いミルク・ハー トzoetemelkha貢」と口乎んでいた

ほどであり,「マウデンのサークル」の仲間では中心

的女性のメンバーであったことが窺われる (Van_

derauwera 1989: 142)。

このテッセルスハーデにも,マ ウデンのサークルの

メンバーである作曲家バンは,メ ンバー作の歌詞によ

る自作の曲を歌ってもらっていた。テッセルスハーデ

表 4 Tesselschadeへ の音楽に関する手紙

手紙番号
ロイ、1‐ (年 月「1)
差出入
(地名 )

宛先地名 内 要約,備考

2973

1642.4 2

Ban

(Haarlem)

Huygens

(Den Haag)

まず Hoo■ の時を,そ の後すばらしい女性 Tesselschadeの 詩
を選びました〕

Banは Descaiesの 提案で,三 声の歌 を
Hooftと Tesseschadeの オランダ語の歌詞

で出版。

3114

1642.8. 19.

Huygens

(Bodc 2 bcrg)

Ban

(Haarlem)

(追伸)あ なたが聞い合わせていた,あ なたの音楽に選びた
いとしていた。John博十の優れた詩を “Engels huis"か らな

くしてしまいました↑同じ著者のエピグラムについての私の

オランダ語のヴアージヨンを Tessclschadcに 聞いてみてくだ

さい :

Huygensが なくしてしまった,詩の著者の
著作物について,(そ れに詳 しい)Tes¨
sclschadcに 問いあわせるように Banに 提
案.

3234

1643.4. 10

Ban

(Haarlenl)

Huygcns

(Den Haag)

(追伸)Tcssclschadcが 私を訪れ,私 (Ban)の 音楽を聞くた
めに,あ なたが耳を貸してくれるかどうか尋ねていました。

Banは Huygcnsに 『歌 の 花 東 Zangh―
blocmczcndel』 を送る。Tcsselschadeの 訪

間を受けた。
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表 5 手紙中に登場する人物リス ト

名前,生没年 (生没年) 職業,そ の他,Huygensと のつながり

Ballard,Robcrt(c1613-73) ルイ13世から出版の特権をもつ唯一の出版者。Huygcnsの “Pathodia"を 出版 (1647)。 1612年から

フランスの王室でリュート奏者 。作曲家であった同名の Robc■ BJlard(c1575-c1645)の 唐、子。

Ban,Johann Albert(1597/98-1644) ハーレムのカトリックの家に生まれる,司 祭,音楽理論家。Mersenneの 企てた Boё ssetと の「エー
ル・ド・クール」競争に敗れる。

Barlacus,Caspar(1584-1648) 詩人,神学者,哲学者。アムステルダム大学の前身,Athenaum 11lustreの 哲学と修辞学の教授。

Bcringhen,Hcnri dc(1603-1692) フランスの官僚で,後にフランス王の主馬頭。

Boё sset,Antoinc(1586-1643) ルイ13世の王室で,王室の子虐、のための楽長 (1613-),女王の音楽長 (1617-),王室の秘書 (1620
-),王室の音楽の監督 (1623-)な どを歴任。エール・ド・クールの作曲家として名高く,フ ラン
スでは最も早く通奏低音付きの歌曲を書いていた (出版は Huygensの “Pathodia"(1647)が先 )。
Mcrscnncは 彼を「歌曲の装飾音の師であり,彼を模倣すべき」とする。

Burgh,van der Jacques (1599-?) 詩人,外交官。1628総督の秘書 (フ ロニングンとフリースラント)

Casembroot,MarieJc(1621-?) チェンバロ奏者。ホイヘンスの詩『1台のチェンバロを2本の対にならない手で (2人の奏者で)Twee
ongepaerdc handcn op ccn clavccimbel』 (1648)は チェンバロ奏者の彼女のことをうたったものであ

る。

Cimenes,Marchese R。 (?―?) 不詳。スペインかポル トガル系の “Ximenes"姓か

Corbetta(?― ) イタリア出身のギター奏者。

Couchet,Joanncs(1615-55) アントワープのチェンバロ製作家。Huygensの ためにチェンバロを製作 している。 (1655年 4月 6

日)

Dcscartes,Rcn6(1596-1650) フランスの哲学者。Mcrscnncの 企てた Boё ssctと の「エール・ド・クール」論争においても意見を

述べる。

Dorp,Dorothea van(1592?-1657?) ハーグで Huygensの 近くに住んでいた,彼の従姉妹。

Duarte,Gaspar Femandcs(1584-1653) アントワープの銀行家。アントワープ在住のチェンバロ製作家 Couchetの チェンバロを Huygcns I

紹介する。

Duねut(c1604-bebrc 72) フランスの作曲家・リュー ト奏者。Gauldcrの 弟子。

Froberger,Johann Jacob (1616-67) ウィーン宮廷のチェンバロ奏者,作曲家。オラニエ公のイギリス大使 Swannが 1649年に彼の演奏を
聴き,「チェンバロにおいてたいへん稀にみる人物」と Huygcnsに 報告。

Gaultier,Dennis(1603-72) フランスのリュー ト奏者,作曲家。

Hacquart,Carolus(c1640-1701?) ユトレヒト,ア ムステルダム,デ ン・ハーグの宮廷でヴイオール奏者,作曲家。Maurice公 (ブラジ
ル総督)と Huygcnsの 庇護を受けていた。

Hotman,Nicolas(1610-63) ベルギー出身のフランスで活躍したリュート,ヴ ィオール奏者。作曲家。Saint―Colombeの師。1659
年 Huygensに ヴイオールとリュートの曲を送る。Huygcnsは 彼を「音楽の偉大な巨匠 cc grandc ma↑ trc

de la musique」 としている。

Killigrew,Judith( イギリスの女王付き侍女。夫の Dr.Robe■ Kinigrew(1579-1633)
スターの主任司祭。虐、子の一人は劇作家でヨーク公国の聖職者の

の娘は詩人で画家,ヨ ーク公妃の侍女の Anne Kilhgrew(1660-85)

は王付 きの聖職者でウェス ト

Hcnry Killigrcw(1613-1700),

がいる。

ン

そ

Lanier,Nicholas(1588-1666) イギリスのリュート奏者。1622年 にロンドンでホイヘンスは彼と知り合う。

Le Maire,Jean(1581-1650) 五線譜のシステムではなく,「 musiquc alm6riquc」 という音高やリズムを記号で示す新しい記譜法を

発明した (こ の記譜法は彼の死後使用されていない)。

Lorraine,卜 4adame de B6atrix de Cusance

(1614-63)

ロレーヌ公国公妃。クラヴサンを弾いた。

Mcrscnnc,NItarin (1588-1641) 音楽理論家・哲学者。『音楽汎論』 (1647)の 出版。Descanesと 深い交流がある。 1638年 Huygensが
Banに Descaiesを 紹介し, Dcsca貢esと Huygensが Banを Merscnncに紹介した。

Robert,Antoine(?― ?) 17世紀のイギリスの女王 (HcnHette_Maria dc Bourbon,1609-69)付 き宮廷付き楽長。

Saint―Luc,Jacques dc (1616-c1710) フランドルのテオルボ,リ ュー ト,ギ ター奏者,作曲家。 1639年ブリュッセルの王室礼拝堂付 き音
楽家。17世紀末にサヴォワの Eugёne公に仕えた。

Schurman,Johan Godschalk van(1605-

64)

A.M.v Schurmanの 兄。

Sohier,Nicolas(1588-1642) アントワープ出身のアムステルダムの商人。

Stoeffken,Diet五 ch(17世紀初め一?) ヴイオール奏者。おそらく Holstein出 身。

Swann,William (c1620-78) デン・ハーグの総督。1646年 に Utricia Oglcと 結婚。オラニエ公の外交使節団の一員としてドレスデ

ンとウィーンにともに赴き,皇帝の佃1で謁見もしている。

※論文中に説明のある人物はこの表では省いた。
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自身が,「不死身のバンは幾度もエコーをする」と言

い,バ ンがおそらくサークル内で何回も曲を試して歌

わせ ,彼女 もまた歌 っていたことをも窺わせ る

(Brom― Stmick 1932:246)。

彼女の名に言及しているホイヘンス関連の書簡で残

っているものは全 24件で音楽に関する書簡に関わる

ものが全 3件である。そのうちホーフトからホイヘン

スヘ 4件,その逆が 5件,ま た上述のバルレウスから

ホイヘンスが 5件,その逆の 2件が主なものである。

ホイヘンスはバルレウスヘの手紙 (2960:1642.3。

5。 )においてテッセルスハーデについての詩を載せる

などしており22,その内容のほとんどが詩作に関す

るものである。本稿の表 4に は,Raschに 掲載された

音楽に関する書簡の 3件のみを載せた。

2973に みられるように,マ ウデンのサークルで作

曲を行っていたバンは,詩人のホーフトとともにテッ

セルスハーデの詩を曲に使用している。またホイヘン

スも詩に関してバンから問い合わせのあったものをテ

ッセルスハーデに問い合わせるように返事を書いてお

り (3H4),詩 作に関して彼女を信頼していたのがわ

かる。

本論ではホイヘンスの書簡を通して,オ ランダ黄金

時代の 3人の女性たちの教養活動を書簡の内容からみ

てきた。ホイヘンスがオランダの,と りわけ彼が住ん

でいたデン・ハーグやその近くのホーフウェイク,ア

ムステルダム,そ してその近郊のマウデン,ま たユ ト

レヒトといった地理的に近い中での付き合いのあった

女性たちの,ホ イヘンスをめぐる中での,彼女たちが

交わした書簡,あ るいは彼女たちに言及している書簡

から,彼女たちの行動やそれに対する評価をみてき

た。それは彼のサークルの一部にしか過ぎないが,そ

れでも女性たちのはなばなしい活躍をみせてくれた。

彼女たちが関わるオランダのサークルには,と りわ

けフランス,オ ランダ,ベルギーにおける各分野の最

高レベルが集まっており,その人物たちはすべてホイ

ヘンスという大人物と関わっている。デカルトやメル

センヌ,ヴ オエティウスらと論争をし,ス ウェーデン

女王とも知己であるスフールマン,こ のスフールマン

とも親しく,同時代の,と りわけフランスの音楽家の

作品を積極的に演奏し評価を得ていたユートリシア,

そしてその二人とも付き合いがあり,ホ イヘンスやホ

ーフトと並んで歌曲に詩を採用されていたテッセルス

文学。文化編 (2010年 3月 )

ハーデは,それぞれが多方面に才能や教養をもつ黄金

時代に名を残す代表的な,ま さに普遍人であつた。

彼らは,ホ イヘンスを中心として,その私的な親し

さを示す,共通の友人の様子を心配したり,健康を気

遣ったりなどの,心のこもった私信も多くやりとりし

ていた。しかしそれだけではなく,その一方で当時の

社交生活の一面を明らかにする,音楽の演奏,あ るい

は詩作についての具体的なやりとりを行っており,当

時の教養人たちの文化生活ぶ りを明らかにしてくれ

る。すなわち,余裕のある商人や外交官たちが詩作や

作曲,演奏に時間を費やし,新 しい楽器や自作の曲,

著名なドイツやフランスの作曲家や演奏家の曲などの

楽譜を手に入れたり,ま た彼らの演奏などについての

報告など,どん欲に情報交換をしたりしているのであ

る。とりわけこのオランダの地は一―フランスやイタ

リアのような文化の中心地とはいえなくとも一―,17

世紀前半の黄金時代において消費においては中心地の

一つであり,む しろそこには多くの情報が集まってい

たことを物語っている。当時,都市間の距離は現在よ

りも大きく感じられたはずだが,彼 らはよく旅行し,

またホイヘンス自身もパリで歌曲集を出版するなど,

フットワーク軽 くヨーロッパ大陸を縦横無尽に動き回

っていた。その中で,女性たちは政治の要職に就くこ

とはなく,ま た夫の転勤にともなう移動によリサーク

ルのメンバーたちと遠 く離れることになったとして

も,ま るで現在の電子メールや電話のような気軽さ

で,書簡を絶えず交わしている。そして,上述した音

楽や詩作についての情報交換や,エール・ド・クール

論争におけるような互いの音楽美学観についてまでも

率直に述べあってもいるのである。

本稿ではホイヘンスの居住していたデン・ハーグや

アムステルダムなどを中心にみていったが,今後は活

動域の広いホイヘンスがロンドンやパリでも親交をも

った友人たちについても,その活動内容を分析 し,彼

らの文化生活について明らかにしていきたい。
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注

1)ウ ィレム 3世 はイギリスのチャールズ 2世 (1660-
85)と オラニエ公国メアリー王女の虐、子。

2)ホ イヘンスはフェルメールにパ トロンや顧客を紹介

した (Crawford 2001:non page)。

3)その他にも王室付きオルガン奏者ラ 。バール Piere de
La Bare(1592-1656),王 室付き副楽長のゴベール ThO―

mas Gobert(17世紀初め -1672),ヴ イオール奏者のオ

トマンNicolas Hotman(1610-63)な どがいる。三島 2005

参照。

4)彼の秘書官スワン William Swann(不 詳)が,派遣先
のウイーンで演奏を聴いたフローベルガー Johann Jacob

Froberger(1616-67)の 曲を知るとすぐにその価値をい

ち早 く認め,彼 にフランスの宮廷クラヴサン奏者のシ

ャンボニエール Jacques Champion de Chamboniё res(1601

/02-72)の 作品をフローベルガーに紹介したのもまた彼

であつた (4979:Swann→ Huygens:1649。 9。 15。 )。

5)「最近ハーグに移ってきたばかりの実力のある音楽家

Carolus Hacqua■ (c1640-1701?)の 住まいは手狭なの

で,オ ルガンの置いてある宮廷の広間を,週 に 1度使
わせてもらえないでしょうか」 (7137:1679.10.2.)。

ナッサウ公はオラニエ公の弟であ り,し たがつてホイ
ヘンスとは非常に近 しく,そ れによリホイヘンスの願

いも叶い,ハ ーグ宮廷付 きヴイオール奏者の Hacqua■

の監督のもと,週 ごとの集いは 1年に 120回 にのぼっ

た。それは 1704年 にマウリツホイス Mauritshuisが 火事

になるまで毎週土曜日に続けられた。また人数は常に

約 12人であり,指揮の Hacqua■ には給与も支払われた

ということである (Rasch 1999:Hoogdstuk twaalf:De

muzickcolleges:8-11)。 尚本稿では,Raschに所収され

ている書簡にはその番号を,それ以外のものについて

Worpが編集した番号を付 し,必要があれは差出人,受

取人,そ して日付を ( )括弧内に記す。

6)彼女は,文学,科学にも精通 し,デ カル トと親 しか



88 甲南女子大学研究紀要第 46号 文学・文化編 (2010年 3月 )

ったスウェーデン女王クリステイーナ KHsdna(1626-    ろ 19世紀以降ホイヘンスをめぐる教養サークルの名と

89)も パリ訪間の際に彼女を訪ねているほどであつた。     して定着した。
7)ホ イヘンスはニノンを,「 リュー トが巧みである」と    14)ヴ アン・カンペンは,デ ン・ハーグの,当 時は宮廷

賞賛 し,同 じく音楽の才のある,イ ギリスの女王付 き    であり,現在はフェルメールやレンブラントなどの絵
侍女キ リグルー夫人 Madame Killigrew(Judith Killi―     画を収めている美術館であるマウリツホイスやアムス

grew)に 彼女を紹介したと (6796:1671.5。 14。 )。 この     テルダムの王宮の設計を行った。
キリグルー夫人は,ホ イヘンスによると「リュー ト,   15)現 在 Ho帥Jkは ホイヘンス博物館となってお り,彼

ギター,テ オルボの,どの楽器においても難なくゴテ     が設計した庭や建物を楽しむことができる。
イエやデュフォなどのたいへん美しい曲を弾く」。       16)表 5参照。
8)サ ロンが開かれている際に,ニ ノンがリュー トでク    17)原 文では以下の通り。“Dic heb ik hier gehoord,die denk
―ラントを弾き,客たちが踊るという場面もあったよ    ik nOg tc horen,/Dic heb ik hier gezien de nachtegalen

うである (川 田 1990:178)。                  storen."
9)引 用文中の [ ]は 著者の補足。             18)文 中の括

"弧 内の○付 き数字は内容の分類するもの

10)こ の虐、子こそ,幼い頃のクリステイアーンであり,    である。

彼もまたチェンバロやリュー トをたしなんでいた。      19)彼 女は 1643年にユ トレヒトの画家ギル ドにも入る。

H)ソ イエはマ ドリガルを送ったと返事 を送っている   20)オ ランダの理論家バンは,そ の事実を知っていたか

(1813:1638。 3.12。 )。                    らこそ,後述する「エール・ ド・クール論争」でデカ

12)ホ イヘンスはメルセンヌに,Collegium AuHacum(オ     ル トらと対立 した際に,ス フールマンに擁護を請う手
ラニエのコレギウム)や ,ホ イヘンスの師が Bredaに     紙を書いた (2495A参照 )。
設立 したばか りの Illustere Schoolに ついて「IHustere   21)エ ール・ド・クールとは 17世紀のフランスの宮廷で

Schoolに は 5,6人 の優秀な教師がいる」と報告 してい    作曲され歌われていた「宮廷歌曲」。
る (4446:1646.9。 12.)。                 22)原 文では以下のようである。“Verstact ghJ't,Tes_

13)ホ イヘンスがこの言葉を手紙で使用 しているのはア    sdscha?/Uw aendcht is aen stucken;/Ten minsten leert

ムステル ダムの Athenacumの 教授 Banacus(1584-    hLr na/Aen bedden niet te bucken。 "

1648)に 1回 あるのみであり (263:1625。 5.7.),む し


